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多収阻害要因の診断法及び対策技術の開発（収益力向上のための研究開発）

研究成果概要

＊大豆、麦類の生産性向上のためには、各圃場条件に合致した合理的な栽培管理の実施が必要。
＊薬用作物では、機械化の遅れや適用可能な農薬が不足しており、雑草対策が課題。

背景

＊大豆、麦類：多収阻害要因の診断法を開発、対策技術を体系化して農業者向けの生産支援マニュアル作成。
＊薬用作物：機械除草機のプロトタイプの開発＋総合的雑草防除技術開発により利用マニュアルを作成。

目標

１．大豆250kg/10a 以上、小麦500kg/10a 以上の収量を達成し自給率向上への貢献
２．国内薬用作物栽培の生産拡大への貢献

スマホで診断
Webマニュアル

湿害対策、雑草対策、病害虫
対策等、診断に基づく対策技
術情報を提示！！
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